
入場無料

どなたでも
お越しいただけます。

※要申込、先着順

加藤遥子さん（カトハルステージ）
脚本家。演出家。大阪府出身。大阪芸術大学舞台学科卒業
後、関西で演劇活動を続けている。座右の銘は「辛い時こ
そ、笑顔で」。1人演劇プロデュースユニット「カトハルス
テージ」主宰。少しノスタルジックでどこか懐かしく、お
芝居の力が観てくれた人の明日への活力になる事を目標に
創作をしている。

長谷川かおりさん（PhotoVoices）
映像監督・カメラマン・コミュニティデザイナー。関西学
院大学卒業後、介護士を経て世界一周へ。帰国後、行政機
関にてまちづくりに携わる。現在はカメラマンとして行政
機関や企業のプロモーション映像制作、イベント・舞台の
写真撮影などで幅広く活動中。「カメラを通じて未来に繋
げる活動をする」心情の元、まちづくり×映像制作の企画
を各所で進行中。

ゲスト

会場はこちら

映像で伝える

地域の�⼒
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土

18 :00～ 19 :30
市民公益活動支援センター

豊中市立市民公益活動支援センター事業　ちゃぶだい集会 Vol.59
「ちゃぶだい集会」とは、日ごろ起こる疑問や課題解決に向けたヒントなどをみんなで持ち寄り、
わいわいと語り合う集いです。

作品紹介
【あらすじ】
関東で一人暮らしをするカズは30歳目前にし、遠距離恋愛中の彼女サチとの将来につい
て考え始めるが、仕事の忙しさから一向に前に進む事ができていない。付き合って8年経
つが、会えない日が増えるばかり。そんなある日、一通の手紙がカズの元に届く。それは
彼女サチが今の正直な気持ちを自分らしく綴った手紙であった。進まない二人の未来を、
繋いでゆく豊中・庄内の人達の暖かい輪。誰かのことを誰かが見守ってくれる街。

【「豊かにすごそう ココロを繋ごう」製作委員会について】
豊中市の魅力を地域ごとに制作する映像チーム。働く世代の移住定住促進を課題に、実際
に地域の人たちと触れ合い、ご協力いただき、「また帰ってきたくなる、会いたくなる人
たちがあちこちにいるまち」をショート映画風に制作しております。通称「ゆたココ」。

繋ぐ手紙〜未来と街と私たちと〜

製作秘話や作品に
込めた思いなどを

伺います！


